
　

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
度
か
ら
始
ま
っ

た「
国
民
皆
保
険
」は
、ち
ょ
う
ど
半
世
紀

の
歳
月
を
刻
ん
だ
。国
民
の
ほ
と
ん
ど
が「
皆

保
険
」体
制
下
で
育
ち
、健
康
保
険
証
を
持

つ
の
は
当
た
り
前
に
な
り
、そ
の
成
立
過

程
や
制
度
変
遷
を
知
る
機
会
は
少
な
い
。

無
保
険
者
３
０
０
０
万
人
の
時
代
か
ら

　

１
９
５
６
年
11
月
、首
相
の
諮
問
機
関

「
社
会
保
障
制
度
審
議
会
」は「
被
用
者
以

外
で
な
ん
ら
の
医
療
保
険
に
も
加
入
で
き

な
い
人
々
も
２
０
０
０
万
人
は
あ
る
と
推

定
さ
れ
る
。こ
の
現
状
は
公
平
の
見
地
か

ら
み
て
も
寒
心
に
堪
え
な
い
」と
勧
告
し
た
。

　

す
で
に
市
町
村
公
営
・
強
制
加
入
の
国

民
健
康
保
険（
国
保
）は
存
在
し
た
が
、組

織
化
は
遅
れ
た
。さ
ら
に
被
用
者
保
険
か

ら
外
れ
た
零
細
事
業
所
従
業
員
ら
推
定

１
０
０
０
万
人
の
無
保
険
者
が
い
た
。

　

鳩
山
一
郎
首
相
は「
全
国
民
を
包
含
す

る
医
療
保
障
」を
施
政
方
針
で
打
ち
出
し
、

石
橋
湛
山
内
閣
の
57
年
度
か
ら「
国
保
全

国
普
及
４
カ
年
計
画
」が
始
ま
っ
た
。

　

次
い
で
政
府
は
58
年
３
月「
新
国
民
健

康
保
険
法
案
」を
第
28
回
国
会
に
提
出
し
た
。

要
旨
は
①
１
９
６
０（
昭
和
35
）年
度
中
に

全
市
町
村
が
国
民
健
康
保
険
を
実
施
す
る

（
国
民
健
康
保
健
事
業
も
市
町
村
の
任
意

か
ら
義
務
に
切
り
替
え
）②
そ
の
た
め
国

の
責
任
を
明
確
化
す
る（
給
付
費
の
10
分

の
２
の
国
庫
負
担
、調
整
交
付
金
の
創
設

で
給
付
費
の
５
％
相
当
を
補
助
）③
給
付

内
容
の
充
実
強
化
を
図
る（
給
付
率
５
割

つ
ま
り
窓
口
負
担
５
割
）。

　

同
法
案
は
衆
議
院
解
散
で
廃
案
、第
30

回
国
会
で
も
参
議
院
で
審
議
未
了
・
廃
案
、

同
年
12
月
開
会
の
第
31
回
国
会
で
よ
う
や

く
成
立
し
た
。

武
見
太
郎
の
一
喝
に
抗
し
て

　

新
法
施
行
前
に
全
県
で
国
保
が
普
及
済

み
は
岩
手
、滋
賀
、山
形
な
ど
７
県
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。と
り
わ
け
零
細
事
業
所
が
多
く
、

保
険
料
徴
収
の
難
し
い
大
阪
、京
都
、名
古

屋
、横
浜
の
４
都
市
は
ま
さ
に
滑
り
込
み

で
61
年
４
月
１
日
発
足
に
漕
ぎ
着
け
た
。

当
時
の
新
聞
各
紙
を
見
る
と
、「
女
中
さ
ん

も
小
僧
さ
ん
も
」な
ど
の
見
出
し
で「
皆
保

険
」の
意
義
を
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
頃
、日
本
医
師
会
の
ト
ッ
プ
に
上
り

詰
め
、25
年
間
も
君
臨
す
る
武
見
太
郎
会
長

は「
い
ま
の
医
療
制
度
の
ま
ま
皆
保
険
を
や

る
の
は
、軽
便
鉄
道
の
レ
ー
ル
を
全
国
に

広
げ
、そ
こ
に
特
急
列
車
を
走
ら
せ
る
よ

う
な
も
の
だ
」と
脱
線
・
転
覆
を
警
告
し
た
。

　

た
し
か
に
国
保
の
保
険
者
は
３
６
７
０

半
世
紀
の
歩
み
と

次
の
半
世
紀
へ

■
国
民
皆
保
険

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論



■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

市
町
村
、加
入
者
約
４
９
０
０
万
人
に
膨

ら
ん
だ
。
そ
の
一
方
、
医
療
供
給
は
乏
し

く
、
中
心
部
か
ら
半
径
４
�
以
内
、
人
口

３
０
０
人
以
上
で
医
療
機
関
の
な
い「
無

医
地
区
」が
全
国
１
４
８
９
地
区
、同
じ
範

囲
で
人
口
50
人
以
上
３
０
０
人
未
満
の「
特

別
へ
き
地
」も
７
１
１
地
区
に
上
っ
た（
60

年
度
）。「
保
険
証
は
あ
る
が
、村
に
は
医
者

さ
え
い
な
い
」「
病
院
が
な
い
」と
の
怒
り

や
嘆
き
が
各
地
で
起
き
た
。

　

し
か
し
、皆
保
険
体
制
は「
岩
戸
景
気
」か

ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
へ
、高
度
経

済
成
長
の
上
げ
潮
に
乗
っ
た
。保
険
証
は

医
療
機
関
に
と
っ
て
確
実
な
収
入
源
を
意

味
し
て
お
り
、55
年
末
か
ら
皆
保
険
実
施

を
挟
み
65
年
ま
で
に
病
院
は
年
間
平
均
約

２
０
０
カ
所
、ほ
ぼ
４
万
床
ず
つ
、診
療
所

は
同
１
３
０
０
カ
所
ず
つ
増
え
続
け
た
。

　

保
険
制
度
と
医
療
供
給
と
は
二
人
三
脚

で
普
及
す
る
。同
時
に
、武
見
会
長
は「
薬
価

差
益
は
医
師
の
技
術
料
」と
言
っ
て
の
け
た

が
、薬
漬
け
・
検
査
漬
け
等
で
医
療
費
が
膨

張
を
始
め
る
時
代
の
幕
開
け
で
も
あ
っ
た
。

脱
線
・
転
覆
を
い
か
に
防
ぐ
か

　

こ
の
半
世
紀
で
な
に
が
、ど
う
変
わ
っ

た
の
か
。全
体
像
を
詳
述
す
る
紙
幅
は
な

い
が
、民
主
党
政
権
が
取
り
組
む
新
た
な

高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に
絞
る
な
ら
、大

量
退
職
時
代
の
受
け
皿
は
市
町
村
国
保
し

か
な
く
、そ
の
皆
保
険
の
基
盤
は
、別
世
界

の
よ
う
に
変
貌
し
た
、と
い
う
こ
と
だ
。

　

１
９
８
７
年
度
か
ら
07
年
度
の
20
年
間

で
、加
入
者
総
数
に
占
め
る
60
歳
以
上
の

割
合
は
26
・
３
％
か
ら
52
・
２
％
へ
跳
ね
上

が
っ
た
。世
帯
主
の
職
業
別
で
は
農
林
水

産
業
者
や
商
工
業
者
ら「
自
営
業
」が
全
体

の
約
40
％
を
占
め
た
の
が
、約
18
％
に
落

ち
込
ん
だ
。市
町
村
国
保
は
、「
無
職
」つ
ま

り
年
金
生
活
者
、勤
め
人
扱
い
さ
れ
な
い

零
細
事
業
所
従
業
員
、派
遣
・
パ
ー
ト
な
ど

非
正
規
労
働
者
ら
の
保
険
制
度
に
様
変
わ

り
し
た（
表
参
照
）。

　

し
か
も
、雪
崩
を
打
つ
少
子
長
命
化
が

人
口
減
と
高
齢
化
を
加
速
し
、市
町
村
約

１
８
０
０
自
体
が
零
細
化
し
て
い
く
。武

見
氏
健
在
な
ら「
脱
線
・
転
覆
間
違
い
な
し
」

と
言
い
放
つ
の
で
は
な
い
か
。

　
「
皆
保
険
」の
次
の
半
世
紀
を
切
り
拓
く

た
め
に
地
域
保
険
の
抜
本
的
な
再
編
成
と

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
を
不
可

分
の
課
題
と
し
て
論
じ
た
い
。

※
参
考
文
献『
国
保
七
十
年
史
』『
実
録・日
本
医
師
会
』
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表　市町村国保の変貌 (職業別 )

※国保実態調査報告を基に作成。自営業は零細な商店主、工場経営者ら、
　被用者は5人未満の個人事業所従業員、非正規労働者ら。

農林水産業

自営業

被用者

無職（年金生活者ら）

その他

1965（昭和40）年度 

42.1％

25.4％

19.5％

 6.6％

 6.4％

1987（昭和62）年度

11.3％

28.8％

28.1％

27.3% 

 4.4%

2007（平成19）年度

 3.9％

14.3％

23.6％

55.4％

 2.8％

世
帯
主
の
職
業


